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■■■■■■■苦手な富士で２戦連続の入賞を狙うも 13 位■■■■■■■ 

SUPER GT 第 2 戦が富士スピードウェイで行われた。予選日の天候は晴れ。午前中に行われた練習走行では、脇阪選

手と吉田選手が複数のタイヤを試しながらフィーリングをチェック。吉田選手が 14 位のタイム（1分 37 秒 605）を

マークし、ノックアウト予選（Q1）突破のボーダーライン（16 位以内）につけた。午後から行われた Q1 には脇阪選

手が出場。脇阪選手は 4周目からアタックを開始、2回目に午前中のタイムを上回る 1分 37 秒 576 をマークするも、

16 位以内には届かない。脇阪選手は再度アタックを行うも、タイムを更新できず 18 位で予選終了（上位のクルマに

ペナルティがあり、正式結果は 17 位）。Q2 進出はならなかった。タイム、順位ともにこれまでの富士ラウンドを上

回ったが、ホームストレート（約 1.4km）でのスピード不足のハンデは変わらず。 

決勝日朝の天候は晴れ。午後は雷を含む雨予報が出ているため、荒れることが予想された。スタートドライバー

は脇阪選手。スタート進行中に雨が降り出したため、チームはグリッド上でレインタイヤを装着。レースコントロ

ールからセーフティカー（SC）スタートが発表され、脇阪選手は 33 番グリッドから動き出す。SC は 2 周で解除され、

3 周目からレーススタート。脇阪選手はひとつ順位を下げ、18 位でオープニングラップを終了する。雨脚はますま

す強くなり、12 周目に 2回目の SC 導入。14 周目に赤旗が提示され、レースは中断となる。約 30 分後、雨脚が弱ま

ったため、SC先導でスタート。18 周目からレース再開となる。脇阪選手は 29 周目に#2 エヴォーラ、32 周目に# GT-R

を抜き、14 位へ。ライバルのピットインにより、35 周目には 12 位まで上がる。路面が乾いてきたため、脇阪選手

は 36 周目にピットイン。吉田選手に交代し、ドライタイヤの交換と給油を行い、21 位でコースに復帰する。 

吉田選手は前を走る#18 NSX にプレッシャーをかけるが、38 周目のヘアピンで単独スピン。幸いクルマにダメー

ジはなく、すぐにリスタートするが、遅れをとってしまう。吉田選手はその後、FIA GT3 勢とバトルを展開。62 周

目に#720 マクラーレンを抜く力強い走りを見せ、72 周目にはシングル圏内の 9 位まで浮上する。75 周目、吉田選

手がピットイン。脇阪選手に交代し、給油のみでコースに復帰する。チームの好判断により、脇阪選手は 10 位を争

う集団の前、9位の好位置で戻る。このままチェッカーを受ければ 2戦連続の入賞となる。順位をキープするべく、

プッシュする脇阪選手。しかし、タイヤの摩耗に加え、クルマに不具合を抱えており、脇阪選手のペースは伸び悩

む。92 周目に 10 位、96 周目に 12 位、98 周目に 13 位と順位を下げ、そのままチェッカー。チーム初の 2戦連続入

賞はならなかった。 

GT300 決勝結果 
1 位：GAINER TANAX GT-R（日産 GT-R NISMO GT3）  104 周 

2 位：ARTA NSX GT3（ホンダ NSX GT3）   104 周 

3 位：MANEPA LAMBORGHINI GT3（ランボルギーニ ウラカン GT3） 104 周 

4 位：REALIZE NISSAN AUTOMOBILE TECHNICAL COLLEGE GT-R 

（日産 GT-R NISMO GT3） 104 周 

5 位：LEON PYRAMID AMG（メルセデス AMG GT3）  103 周 

天候：雨／曇 路面：ウエット／ドライ ※トップ 5 まで（出走 29 台） 

決勝結果（GT300） 

♯52 埼玉トヨペット GB マーク X MC 

（脇阪薫一／吉田広樹） 

決勝：13 位（103 周） 

予選：17 位（Q1:1 分 37 秒 576） 
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※50 音順 

アウトラップのクルマを抜く時にちょっ

と無理してしまい、スピン。ミスにつな

がり大きなロスになってしまったので、

気持ちが焦ったというか、もっと落ち着

いてしかけるべきでしたし、チームが立

てていた作戦がそこでずれ始めてしまっ

たので、申し訳なく思っています。（ライ

バルと）一緒に走っていても仕掛けづら

く、ストレートで抜けない分、コーナー

で頑張らないと。このクルマならではの

走らせ方、戦い方をもっとうまくやれた

なという反省点はあります。 
（吉田広樹選手） 

結果は 13 位で、ポイントを獲得できま

せんでした。いろいろあるレースでチャ

ンスだったのですが、ぼくに代わったあ

とはペースが悪く、何か原因があるので

はと思っています。これから原因は探り

ますが、普通の状態ではありませんでし

たので、それを活かしたいと思っていま

す。次の鈴鹿、ぼくらに合っているコー

スなので、しっかり立て直したいと思っ

ています。いろいろなタイヤを履き、デ

ータ取りもできたので、今後いいレース

ができるように頑張ります。 
（脇阪薫一選手） 

■DRIVERS VOICE 

2 回目なので、なんとなく流れはわかってきたの

ですが、まだ完璧ではなく、あたふたするところ

が結構ありました。今回はスタート直前に雨が降

り、いろいろなタイヤを用意する必要があったの

で、指示に合わせるのがとにかく大変でした。小

さなミスもありましたね。今回の経験を次回に活

かせるようにもっと勉強してきたいと思います。 
（熊谷支店・竹内佑貴） 

■MECHANIC VOICE 

[次戦予告] 2019 年 5 月 25 日（土）〜 26 日（日） 鈴⿅サーキット（三重県鈴⿅市） 


